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aSocial Information Filtering
a実装システムRINGO
a評価手法の比較実験

aまとめ

a今後の研究について



Social Information 
Filtering(SF)

a社会的評価に基づく情報フィルタリング

`ユーザの評価を予測

`ユーザにとって未知の情報を提示

a利点

`構文解析・意味解析を必要としない

`精度の高い、新規性のある情報提供

RINGO：音楽推薦システム

aアルバム・アーティストの提案

`プロファイルに評価を記述(1:worst~7:best)
`嗜好の類似する集合を計算

`ユーザの予想評価値を提示

プロファイル
DB

Score    Artist
1     “Metallica”
7 “Sonny Rollins”
7 “John Coltrane”
6 “Charlie Parker”
5  “Pat Metheny”
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ユーザプロファイル

Ratings     Artist
2.1       “AC/DC”
2.3       “TOTO”
4.9       “Enya”
5.2       “Kenny G”
6.1  “Candy Dulfer”

Ratings     Artist
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予想評価値

評価アルゴリズム評価アルゴリズム

類似集合

相関係数相関係数



評価実験

a対象データ

`プロファイル数1,000、データ数1,876
`全プロファイルの80%を既知、残りを予測

a評価基準

`平均誤差

`標準偏差

`予測率
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評価手法の目標

a極値：６以上、２以下であるような評価

`嗜好の現れる値

⌧６以上：高嗜好（好き）

⌧２以下：低嗜好（嫌い）

a極値における平均誤差・標準偏差の改善



評価アルゴリズム

a平均

a最小２乗誤差法

`先行研究で採用

aピアソン積率相関係数

aアーティスト間相関係数

精度向上のため
閾値Ｌを採用

精度向上のため
閾値Ｌを採用

平均

a各アーティストの
平均評価値を採用

a結果

`平均誤差1.8
`標準偏差2.0
`予測率90%
`極値に適用不可

⌧平均は４に集中
最小２乗誤差法最小２乗誤差法
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最小２乗誤差法

aユーザ間の
非類似度を求める

a結果(L=2.0)
`平均誤差1.2
`標準偏差1.6
`予測率70%
`正・負の相関の
欠如
⌧相関係数は ０～+１.0ピアソン積率相関係数ピアソン積率相関係数
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ピアソン積率相関係数

a正・負の相関の考慮

`相関係数は
ｰ1.0~+1.0

a結果(L=0.5)
`平均誤差1.3
`標準偏差1.6
`予測率95%
`対称評価の欠如

平均
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ピアソン積率
相関係数(cnt’d)

a対称評価

`対称的な評価でも
同じ相関係数をとる

`すべて+1.0を取る

制約付き
ピアソン積率相関係数

制約付き
ピアソン積率相関係数
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制約付きピアソン
積率相関係数

a対称評価の考慮

a結果(L=0.6)
`平均誤差1.2
`標準偏差1.6
`予測率91%

a全体的に高い予測率

`97% for L=0.5
`91% for L=0.6
`70% for L=0.7
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アーティスト間相関係数

aユーザ間の類似度

`平均

`最小２乗誤差法

`ピアソン積率相関係数

a対象間の類似度

`アーティスト・アルバム間の相関

アーティスト間相関係数アーティスト間相関係数
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アーティスト間相関係数
(cnt’d)

aアーティスト間の
類似度を採用

a結果(L=0.6)
`平均誤差1.3
`標準偏差1.6
`予測率89%
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考察

a最適手法

`制約付きピアソン積率相関係数

⌧先行研究（最小２乗誤差法）を予測率の面で改善

a予測率・精度のトレードオフ

`対象領域ごとに設定

a課題

`閾値設定の最適化

`アルゴリズム計算時間の短縮

`アーティスト・アルバムのクラスタリング

おわりに

aSocial Information Filteringについて述べた

aＲＩＮＧＯシステムを作成

a評価アルゴリズムの比較

a制約付きピアソン相関の有効性


